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～新型コロナウイルス～インフルエンザと同時流行に警戒を～ 

 

市内の新規感染者数は、直近の 1/23(月)～1/29(日)は 3,550 名と３週連続で減少、府内の病床

使用率は 1/29 時点で 45.3％と 40％台まで減少し、ようやく第８波がピークアウトしたとも考えら

れています。 

一方、インフルエンザが流行しています。1/16～1/22 における市内 69 か所の定点医療機関から

報告されるインフルエンザの流行指数が、「20．75」（前週 11．62）となり、1/18 から「注意報」

発令中、今後の更なる流行が懸念されます。 

新型コロナ、インフルエンザの同時流行への警戒が必要で、基本的な感染対策の徹底とワクチン

接種が重要です。 

ご承知のとおり、1/27 には、政府において、5/8 から新型コロナウイルスの感染症法上の位置付

けをこれまでの「2 類相当」から季節性インフルエンザ等と同じ「5 類」に移行することが決定し

ました。 

しかしながら、アメリカでは、免疫をかいくぐる力が高いとされるオミクロン型の亜系統

「XBB.1.5」が支配的な株となって拡大しており、今後世界的な症例の増加につながる可能性も指

摘されております。 

当法人の施設では、先月１月、職員、利用者の陽性が、12 件ありました。 

職員の皆さんにおかれましては、引き続き、マスク、手洗い、距離確保、密の回避、こまめで十

分な換気など、日々の感染対策、利用者、職員の健康状態の把握など基本的な対策の継続をお願い

します。 

特に冬場は暖房器具使用のため窓を閉め切り、感染防止に有効なきめ細かな換気が不十分になり

がちです。室内温度に留意しながら、十分な外気の取り入れ、排気とあわせ、空気の流れにより局

所的に生じる空気のよどみを解消するなど意識的に「こまめな換気」をお願いします。 

  

京都市内の感染者数（日別） 
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令和 4 年度第 3 回評議員事業報告会が開催されました。 
 

令和４年度第３回評議員事業報告会が、評議員、理事、監事出席の下、１月１２日（火）午後２

時から、京都テルサにおいて開催されました。 

当初「令和４年度第２回評議員会」の開催も予定しておりましたが，「定款の一部改正」議案に

は、評議員総数の３分の２以上にあたる多数（７人）をもって行わなければならないところ，評議

員の体調不良等により，評議員１０名のうち４名から欠席の連絡があり、第２回評議員会では決議

できないこととなりました。 

このため，全員が書面により同意の意思表示をしたときは，評議員会の決議があったものとみな

す（「評議員会の決議の省略」）とする定款の規定により，評議員全員に提案書を送付し，同意書の

返送を求めることで対応することとしました。 

評議員事業報告会では、評議員への提案書（定款の一部改正）のほか、定年延長と給与制度の見

直しや第３期中期経営計画（５年）の策定など法人事業運営に関する事項について、事務局から報

告がなされ、活発な質疑が行われました。 

 

◎書面で決議された事項（１月１８日付） 

１ 定款第１章総則第１条に「介護保険法に基づく訪問介護事業」を加える。 

 

◎報告事項 

１ 評議員への提案書（定款の一部改正）について 

２ 法人事業運営に関する報告 

(1) 定年延長と給与制度の見直しについて 

(2) 第３期中期経営計画（５年）の策定について 

(3) 資産運用計画及び実施状況について 
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令和 4 年度勤続 25 周年に 1名が表彰されました 
 

当法人では勤続 25 周年を超える期間を誠実勤勉に勤務し、業務の進展に寄与した職員に対して、

理事長から表彰を行っております。 

例年１月中旬に開催しております法人新年会において、表彰しておりましたが、今年度について

も、新型コロナ感染症対策で残念ながら新年会を休会としたため、１月１日付けで施設長から伝達

表彰を行いました。 

 令和４年度は下記１名の職員が表彰されました。 

 御受賞誠におめでとうございます。今後益々の御活躍を祈念致します。 

 

中西 白珠さん（山科会館） 

  

  

社会福祉事業特別功労者として５名が表彰されました 

                          

 民間社会福祉施設等の役員及び職員で、その功績顕著なものに対して、社会福祉法人京都市社会

福祉協議会会長から、例年表彰が行われています。 

 在職期間１５年以上の職員が対象で、令和５年京都市社会福祉大会においては、下記５名の職員

が表彰されました。 

 御受賞誠におめでとうございます。今後益々の御活躍を祈念致します。 

１月２３日にロームシアター京都において開催された表彰式では、全市の受賞者を代表して、浦

川 留美さんが登壇し、直接小石玖三主市社協会長から表彰状を受取りました。大役お疲れ様でし

た。 

 

 河原 史恵さん（本部事務局） 

 三宅 智章さん（洛南会館） 

    浦川 留美さん（洛南会館） 

    加藤 武生さん（ほっと） 

    小林 裕子さん（楽） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（本部事務局） 
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新しいスポーツ始めました！  

  

皆さんはモルックを知っていますか？モルックとはフ

ィンランドの伝統的なゲームを元に開発されたスポーツ

です。 

 

 

投げる棒の事を『モルック』、数字の書かれた木製のピンの事を『スキットル』と言います。ル

ールは、モルックを投げてスキットルを 倒します。 

 
 

 

 

 

倒れたスキットルの内容によって、点の入り 方が違います。例えば、1 本だけ倒れた

場合、その倒れたスキットルに書かれた点数が入ります（8 が書かれていれば、8 点）。 

複数本倒れた場合は、スキットルに書かれている数字に関係なく、倒れた本数の点が入ります

（4 本倒れていれば 4 点）。点数が最終的に 50 点になった人が勝者です。 

 

モルックは重いので、今はボッチャの球をモルック代わりにして、点数も 25 点マッチにした

り、スクエアでチーム戦にしたりと、洛南会館オリジナルのルールを作っています。 

皆さん新しいスポーツを楽しんでプレイされています！ 

 

 
 
                                         
 
 
 
 
 
 

 

 

 

（洛南身障害者福祉会館 多機能型事業：岩腰 綾） 

 

 

 

 

洛南エリアＴＯＰＩＣＳ  【洛南身体障害者福祉会館 多機能型】 

スキットルの置き方も決まっています。 

ボッチャの球色でチーム分けしてスクエアモルック 
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Xmas ワークショップを開催しました！！ 
 

12 月 17 日（土）に Xmas ワークショップを開催

しました。 

コロナ下の影響で 2 年半ぶりのワークショップとな

りましたが、開催前から「楽しみ」、「早くやりたい」と

利用者さんからの多くの声があり、当日は 40 名の参

加者がありました。オリジナルトートバック作りとデ

コレーションプリン制作を企画しました。 

 

 

トートバック作りは事前にクリスマスをモチーフにした題材でステンシルの型を各利用者さん

に作って頂き、それをもとに当日ステンシルをしたり、直接布用のマジックとクレヨンで飾りをつ

けていきました。「仮面ライダーを描くねん」と事前に何度も仮面ライダーを練習されている方も

おられ、皆さんとても楽しまれていました。 

 

ふしみ学園では 7 つの班構成で運営していますが、コロ

ナ禍前には分室の 2 つの班以外の 5 班は毎朝食堂に集まり

朝礼をしていました。そこで班の垣根を超えた交流があり、

とても有意義な時間になっていましたが、現在は行えず、皆

で活動すること自体がなくなっています。 

 

利用者さんだけではなく職員も他班の利用者さんと接す

る機会が少なくなり、生の声が聞きづらい状況にあります。  

作品を作ったら必ず「〇〇君〇〇歳」と記入する方や、

恥ずかしがり屋さんの方、お母さんに必ずお土産を持って

帰る方など、以前なら何でもない事が、新たな気付きとな

り、新鮮に感じられるほど皆で集まる事が特別になってい

ます。 

 

そのため、利用者さんにとって集団で活動する事の刺激

はとても大切な事であり、これからも必要な事なのだと今

回のワークショップで改めて感じました。 

社会の流れもありますが、何を求められているかをしっ

かりと受け止めて、今できる楽しい活動を提供していこう

と思っています。 

 

（京都市ふしみ学園：小林 憲司） 

 
 

 

伏見エリアＴＯＰＩＣＳ  【京都市ふしみ学園①】 
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アトリエやっほぅ!!の活動報告です！ 
 

今年も早いものであっという間にもう２月です。 

今回はちょっと変わった展覧会、ルーティンをテーマ

にした「ROUTINE RECORDS」のご紹介です。 

 

いつもお世話になっているヘラルボニーさんから利

用者さんが日常生活において習慣的に繰り返す行動（ル

ーティン）を作品として展示したい！というご依頼があ

り、どんな作品になるのか想像もできない中、楽しみに

お引き受けすることにしました。 

（※ヘラルボニー https://www.heralbony.jp/） 

 

スタッフの方が着目されていた部分は「ルーティンで

発生する音」。その音を録音させて欲しい、と「椅子をき

しませる音」や「紙をちぎる音」、「デジタル時計を読み

上げる音」などの音を録音されていました。果たしてそ

れがどのような形となるのか…。 

そのような疑問の中、10 月初め、金沢 21 世紀美術

館のギャラリーに実際の展示を見学に行きました。ガラ

ス張りの会場に各参加者（利用者さん）のコーナーがあ

りヘッドフォンが置かれてる…。ヘッドフォンをつけると…、利用者さん個々のルーティン音を

聞くことができる！ 

また、真ん中の展示台では関連の小物（ちぎられた紙やデジタル時計など）が番号をつけて展

示されており、番号のボタンを押すと関連する音が鳴り、横のビートボタンでリズムを刻むと DJ

気分を味わうことができるようになっています。 

 

今回は来場者にルーティン（繰り返す行動や音）に親し

んでもらう事で、障害のある方の日常を知ってもらう事が

できるという事を目的に企画された実験的な展覧会でし

た。この企画のために Kan Sano さんという方が制作し

た素敵な曲、【ビデオ「P マママ」】が今春に一般公開予定

になっていますので、ぜひそちらもご確認下さい。 

今年３月２１日まで開催されていますので、金沢地方に

行かれましたら、ぜひお立ち寄りください。 

 

〇「lab.5 ROUTINE RECORDS」  

【期間】2022 年 10 月 1 日（土）〜2023 年 3 月 21 日（火） 

10:00～18:00 （金）と（土）は 20:00 まで。月曜日は休館。 

【会場】金沢 21 世紀美術館 デザインギャラリー 

【参加者】勝山雄一郎さん、吉田裕志さん、南保孝さん 

 

例年、年初めから春までは展覧会は少ないのですが今年は盛りだくさんです。 

それでは、現在開催中のもの、これから開催される展覧会やイベントを次ページにドドーンと

ご紹介します！！ 

伏見エリアＴＯＰＩＣＳ  【京都市ふしみ学園②】 
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〇「NAKANO 街中まるごと美術館！」             

【期間】2023 年 1 月 21 日(土)〜2023 年 2 月 19 日(日)  

【会場】 

中野ブロードウェイ商店街、中野サンモール商店街、 

中野南口駅前商店街他（東京） 

【参加者】木村全彦さん 

 

 

〇「四条通地下道 SOCIAL ART MUSEUM」        

【期間】2022 年 12 月 2 日（金）～2023 年 3 月 31(金） 

【場所】京都四条通地下道（10 番から 12 番出入口の間） 

【主催】ヘラルボニー、京都市 

【参加者】嶋津仁さん 

 

 

 

 

〇「てくてくわーるどさんぽ」吉田裕志個展                 

【期間】2023 年 2 月 10 日（金）〜20 日（月） 水曜定休 

【場所】はあと・フレンズ・ストア ２階ギャラリー（京都市） 

【時間】12：00～19：00 

【参加者】吉田裕志さん 

 

 

〇 GODIVA café 

「Elevating my everyday with Art」  
【期間】2023 年 2 月 17 日（金）～3 月 31 日（金） 

【時間】8:00～21:00 

【場所】GODIVA café 二子玉川店（東京都） 

【参加者】日吉雅治さん 

 

 

 

〇「なんぞやひととはととうことと 

みじかいいろぺんしる 木村舜 吉田裕志 展」 
「木村舜 吉田裕志 展」 

【会期】2023 年 4 月 11 日（火）〜6 月 25 日（日） 

月曜定休 

【時間】10：00〜18：00 

【会場」art space co-jin （京都市） 

【参加者】吉田裕志さん 

 

その他 4 月木村全彦さんの個展、5 月嶋津仁さんの２人展が

横浜のギャラリーGoozen で予定されています。詳細はやっほ

ぅ‼の FB、インスタでチェックしてください！                        

 

（京都市ふしみ学園：中島 慎也） 
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創作活動で新たな楽しみを探しています！  
 

コロナ禍のため外出が少なくなり、そのためぶらんこでは

室内活動の創作に力を入れて取り組んでいます。日々のプロ

グラムの中で、個人創作はもちろん、壁紙など大きな作品も

協力しながら取り組んで頂き、利用者さんそれぞれの強みを

生かした個性豊かな作品たちが出来上がっています。            

 

大胆に、手を筆にして描いたり、シールや

紙を破って貼ったり、紐通しを生かしたり

と様々な方法で表現されていく作品はどれ

も素敵です。 

季節のイベントも創作を用いて楽しんで

頂ける企画を立てて工夫をしています。 

 

秋にはモザイクアートでもみじの葉を彩り、クリスマスに

は手作りのツリーとオーナメントを、新年は手作り鳥居に初

詣！！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして、次は冬の茶話会に向けてなにやら屋台のようなものが…⁉ 

利用者さんに楽しんで頂けるように準備を進めています！ 

（山科障害者デイサービスセンターぶらんこ：林 博美） 

山科エリアＴＯＰＩＣＳ 【山科障害者デイサービスセンターぶらんこ】 
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思考の共有 
 

「大塚君、人をそうやって決めつけるのは良くないよ。」 

最近、ある方から言われた言葉になりますが、「そうやって決めつけ」てはいないのだが…と心

の中で反論しつつ、しかし、他者から見ると自身の発言は「決めつけ」になっているのだなぁと反

省をしている今日この頃です。 

法人ニュースの記事で、自身を振り返る事、それを言語化する作業が大事だと伝えているわけで

すが、「全然できてない」と改めて振り返る機会となっています。 

  

 なぜこのような事を書くのかというと、今回お伝えする情報・ニュースが思いつかず、頭を探る

中でそのような出来事があったなとパッと思いついた中での話題でした。 

 

他に情報提供する事はないのか、と色々と考える中で、思いつく所では、現在厚生労働省の「障

害保健福祉部が実施する検討会等」の中の一つ「障害児通所支援に関する検討会」が行われている

事（引きこもりの方の事も言及さていました）が挙げられます。もう一つ言えば、京都市自立支援

協議会で「地域生活支援拠点等の今後の在り方」（重度障害者を地域で支える機能や緊急時の対応）

についての経過報告が各圏域にされている所でありますが、ネットで確認頂ける事、各圏域の支援

センターに聞いて頂けたらありがたいなと思っている内容となりますので、ここでは取り上げずに

います。 

 

そのような考えの中で、冒頭の言葉に戻るのですが、「反論しつつ」という部分について改めて

考えてみたところ、「決めつけるに当たり、安易に決めつけた訳ではない」というのが私の正しい

答えになります。 

関わって感じた部分、その経過とこれまでの経験からの見立てを含めた結果の事であり、そのよ

うな考えに帰結したという事が正しい。しかし、他者は自分の思考を「みる」事は容易ではないの

で、改めて私の「言葉足らず」だったのだなと振り返り反省をしています。 

 

一方で、他者には自分の考えが見えない分、自分の経験から出した結論だ言っても、その考えが

正解なのかはわからない、そのままでは間違っていても気づかないのかもしれない…。 

先日、法人内「洛南エリア」での「虐待防止研修」が行われた中で、所長の酒伊が「北海道の知

的障害の施設（GH）で結婚や妊娠を望んだ際に施設側から不妊処置が提示された。施設側は本人

や家族の意思決定であったと言うが、その中身・プロセスがわからない、提示できていない。その

ため虐待防止の一連の手続きについて大事なのは中身・プロセスがわかるようにしておく事、他者

が見てもわかる仕組みが必要」と言っていたのですが、正に「言語化の必要性」の部分であるなと

感じた所でした。 

 

自分の考えや思考を表明・言語化する事、他者の視点が入るようにする事。その事でより普遍的

なものへと昇華されていく。そのような繰り返しを意識する事で、自分の支援力が高められ、質の

高い支援を、支援が必要とされる方に届けられるのではないかと考えています。 

  

法人では、法人理念を実現するために「長期ビジョン」が策定されています。「京都市の障がい

福祉の分野で、先導的、中核的役割を果たす」。この事に対し、自分には何ができるのか、どのよ

うにあるべきか。自分の思考を皆さんと共有する事、今年はそのような事に意識して取り組んでい

きたいなと考えています。 

（中部障害者地域生活支援センター「らくなん」：大塚 秀樹）

支援センターNEWS  【支援センターらくなん】 



 

 


